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サイエンスキャンプで
先端研究を実体験
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大学・研究機関で研究者と出会える2泊3日

サイエンスキャンプは、科学技術に興味を持つ
高校生・高等専門学校生を対象とした文部科学
省主催、日本科学技術振興財団運営の科学技術
体験合宿プログラム。2泊3日の日程で、大学
や民間企業、各種研究機関などの第一線の研究
者・技術者と触れ合いながら、研究・実験を体
験する。今年3月19日～30日の期間に、6大
学・15研究機関で行われたスプリング･サイ
エンスキャンプ2005のうち、大学を会場に
行われた実習内容を紹介する。 （編集部／古矢）

サイエンスキャンプが公的研究機関の協力で始
まったのは1995年。以後、大学や民間企業、各
種研究機関へと協力の輪が広がり、現在では、春
休み（スプリング･サイエンスキャンプ）、夏休み

1995年に始まった

身近な存在になりつつあるロボットが、どのように
まわりのようすを認識し、行動しているのか。玩具ロ
ボットやシステム玩具を基本教材として、ロボットセ
ンサーの仕組み、ロボット制御の基礎を学び、自律型
マイコン制御ロボットを製作する。

①玩具ロボットを分解してロボットの基本構造を考え
る。
②システム玩具を用い、ロボット機構の基礎、センサ
ーによる環境情報の収集・制御プログラムの製作の基
礎を学ぶ。
③課題テーマに基づき、ロボットの製作アイディアを

（サイエンスキャンプ）、冬休み（ウィンター・サ
イエンスキャンプ）と、年3回開催される大規模
なイベントに発展している。

サイエンスキャンプの参加者募集は、全国の高等
学校、中等教育学校後期課程、高等専門学校等約
6,300校で告知。参加者は会場ごとに６～15名程
度、作文で選考される。過去10年間の応募学校は
約750校、参加者総数は3,657名に上っている。参加
者の男女比はほぼ同じ。2年生が半数以上を占め、
地域も北海道から九州･沖縄まで全国におよぶ。
参加者の将来の志望は研究者・研究職が4割で
圧倒的。エンジニア、医師･薬剤師がこれに続く。
研究者・技術者への夢を持った高校生が寝食を共
にして体験を共有し、友情を育むことで、多くの
若者が夢を現実のものとしていった。

これまでの参加者は約3,657人

「マイコン制御ロボットを
つくろう」
●神奈川工科大学　工学部

各自で検討し、システム玩具によるロボット製作を行
い、その検討を行う。

1日目は、たった3日間で、ほんとうにロボットがで
きるのだろうかと、とにかく不安でした。でも、夜に
なると友達もでき、話すうちに、不安なのは自分だけ
ではないと安心しました。2日目は、どんな形でどんな
動きをするロボットが良いのか、とにかく悩みました。
考えれば考えるほど、いろいろなアイディアが浮かび、
夜も寝られないくらい興奮してしまいました。最終の3
日目は、自分のアイディアをたくさん入れて作ったロ
ボットで、レゴ落としの競争。2回目で落とすことがで
きたときは、ほんとうに感激でした。
キャンプではたくさんのものを得ました。たとえば

「自信」。ゼロからスタートして3日間でロボットを作り
上げたことは、自分の可能性を信じることを教えてく
れました。また大切な「友」も得ました。住んでいる
場所は違うけど、同じ夢を持っている友がいることは、
これから失敗したりうまくいかなくなったりしたとき
に、きっと力になると思います。

実習内容

参加者の感想

東京学館浦安高校　3年

現代の脳研究が到達している地点とその問題点を学
んでもらうことを目的に、ヒトの脳を実際に見たり、
脳がわれわれの心の場所であることを考察したりする。
さらに、現在世界の先端で行われている脳研究に参加
し、研究のおもしろさを体験する。

ヒトの正常な脳と病気の脳の標本を実際に観察し、
脳の形、機能との関連を実感する。その後、ヒトの心
の動き（脳の働き）を画像化して観察するＭＲＩ施設
の見学や、専門研究者によるレクチャーを受ける。さ
らに、小グループに分かれ、遺伝子組み換えや発生工
学を用いて脳機能を研究する手法や、動物の行動解析
の実際を学ぶほか、動物の脳から遺伝子を抽出したり、
脳で働く分子の機能を電気生理学的に解析したりする。

脳を見る、知る、調べる
●新潟大学　脳研究所

実習内容

プログラムの中で特に印象に残っているのは、遺伝
子ノックアウトという、日本が世界で初めて開発に成
功した最先端の技術を用いた実習です。ノックアウト
マウスが普通のマウスと比べて、遺伝子の反応にどの
ような違いが出るかを調べました。サンプルの反応が
写真できれいに映し出されたときの感動は、今でもは
っきり覚えています。
私は、将来、研究者として医療開発の研究に携わり、
新たな治療法を発見して、重い病気に悩む患者さんの
苦しみを少しでもやわらげたいと思っています。この
実習に参加して、実際の研究現場を見たり、体験した
り、研究員の方たちと話をしたりすることができて、
憧れていた研究の世界を目の当たりにできました。そ
こには私の想像をはるかに超えた思索と挑戦の世界が
存在していました。興奮の日々から解き放たれて数日、
私の研究者になりたいという思いはよりいっそう強く
なっています。

参加者の感想

福井県・敦賀気比高校　1年

左：ブレインカッティング
右：2日目は、「医学・発生学的アプ
ローチ」と「分子生物学的アプ
ローチ」に分かれて研究手法を
学んだ。

●スプリング･サイエンスキャンプ2005のプログラムおよび会場
マイコン制御ロボットをつくろう 神奈川工科大学　工学部
脳を見る、知る、調べる 新潟大学　脳研究所
魚類生態学入門コース～魚の子供達に焦点を当てて 京都大学　フィールド科学教育研究センター舞鶴水産実験所
体験しよう！！　光化学 大阪工業大学　工学部応用化学科
光で科学する！～光で探る先端技術 関西大学　工学部
スポーツ科学の最前線～From Gene to Gold～ 鹿屋体育大学　体育学部
意外と身近な放射線とナトリウム　核燃料サイクル開発機構 敦賀本部国際技術センター
アミノ酸を知ろう！味の科学～昆布からグルタミン酸の抽出・分析＆味の体感 味の素（株） ライフサイエンス研究所
みんなで造る未来の都市～超高層ビルを造る技術に触れてみよう 鹿島建設（株） 技術研究所
歴史的な建築の保存ワークショップ 清水建設（株） 技術研究所
環境保全と資源・エネルギーについて考えよう 東京電力（株） 技術開発センター
地球生態系の保全に向けて～消えるインクの実験、化学物質で変化する細胞の観察 （株）東芝　研究開発センター　
21世紀の地球環境改善へ～水処理分離膜の技術　東レ（株） 地球環境研究所
ナノメートルの世界を観る～ようこそ「電子で観るナノメートルの世界」へ 日本電子（株） 応用研究センター
最新のコミュニケーション環境を体験しよう 日本電信電話（株） 横須賀研究開発センタ
次世代光ディスク技術を学ぼう パイオニア（株） 総合研究所
体感！「光」で何が解かり、何ができるのか　浜松ホトニクス（株） 豊岡製作所・中央研究所
液晶ディスプレイとモーターのモノづくりのおもしろさを体験しよう （株）日立製作所　日立研究所
紙を超えマルチメディアで行く！コミュニケーションの未来 富士ゼロックス（株） 研究本部
体験しよう！未来の電池の作り方 松下電器産業（株） 電池研究所
デジタル・プリンティング・テクノロジーを探る！～きれいな印刷技術の最前線 （株）リコー　中央研究所

左：ロボット工学系研究室訪問。
大学生と開発した2足歩行ロボットの設計や　製作法の実際を説明。

右：システム玩具を応用した自立型ロボット製作。
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日本人の大好物、スズキやヒラメなどの沿岸魚
類の多くは、初春に産卵し、その稚魚はごく浅い
沿岸域で生育する。このプログラムでは、実際に
調査船に乗って稚魚を採集し、胃の内容物、日齢、
成長速度などを分析する。さらにプランクトンや
稚魚の捕食者の種類も調べる。

稚魚の生育場としての沿岸域の重要性、そこで
の稚魚の生活などを講義で学んだ後で、海岸で稚
魚の採集調査を実施。参加者を2班に分け、1班
は、陸から波打ち際でサーフゾーンネットを用い
て、２班は、調査船により沖側からソリネットで
水深別に稚魚採集を行う。採集した稚魚を実験室
に持ち帰り、その種類、なにを食べているかを調
べ、さらに頭の中の耳石に刻まれた日輪により、
ふ化日、日齢、成長速度などを分析する。

魚類生態学入門コース
｜魚の子供達に焦点を当てて
●京都大学 フィールド科学教育研究センター舞鶴水産実験所

今まであまり縁のなかった生物学に触れてみた
いということからキャンプに参加しました。魚に
関する知識はほとんどなく、1日目の講義では、
やっていけるかどうか不安ばかりがつのりまし
た。しかし、2日目のフィールドワークでは、実
際に海の生物を採集し観察したりしていくうち
に、少しずつ海の生物の生態が見えてきました。
生物たちはほんとうにうまく環境に適応し、他の
生物と相互作用しながら生きているのだと驚かさ
れました。
キャンプでの3日間は驚きと発見の連続でした。
特に、１cmくらいしかない稚魚から砂粒くらい
の耳石を取り出し、その日輪がテレビ画面にはっ
きりと映し出されたときはなんともいえない達成
感を感じました。こんなに小さな生き物でも、生
まれてからの痕跡をちゃんと残している！と胸が
熱くなりました。魚の研究にもさまざまな工学の
研究が関わっていることを実感できたことも貴重
な体験でした。

実習内容

参加者の感想

江戸川女子高校　3年

「電子の時代」とよばれる20世紀に対し、21世
紀は「光の時代」になるといわれている。物理だ
けでなく、化学の世界でも光は同じように注目さ
れ、研究が行われている。化学の世界における光
の重要性に注目して、光ではかり、作り、発電す
る実験を行う。

①光ではかる～光化学スモッグの原因物質である
過酸化水素の濃度を、量に応じて光を放つ性質を
もつ化学発光試薬ルミノールで調べる。
②光で作る～光を利用した化学反応は、コンピュ
ータのLSIや新聞の印刷にも使われている。こう
した光を利用した科学技術を用いて電気装置を製
作する。
③光で発電する～クリーンエネルギーとしての期

体験しよう！！ 光科学
●大阪工業大学　工学部応用化学科

実習内容

待が大きい太陽光発電の心臓部となる太陽電池を
作り、光を電気に変換し発電する。

一番印象に残っているのは、最初に実験した色
素増感型太陽電池。ヨウ素の酸化・還元によって
電気が生じる仕組みになっている電池でした。こ
の実験で現在の太陽電池の課題などを詳しく知る
ことができました。また、私が学校でまだ学んで
いない有機化学の分野にまで踏み込んでの実験は
けっこう難しいものでしたが、これまで以上に理
科を学んでいきたいと思うきっかけになりました。
キャンプでは、同じ分野に興味がある友達だけ
でなく、大学生、教授たちにも会うことができま
した。私の化学の知識がこうした人に比べまだま
だ浅いことを思い知らされましたが、それ以上に、
化学が好きだということで、こころがつながりあ
っていることを感じられました。キャンプに参加
して研究の楽しみを学べたし、将来への大きな手
がかりもつかめた気がします。

参加者の感想

福岡県立京都高校　1年

左：時計を動かす炭で作った電池
の説明。

右：自分で作った太陽電池に光を
あて、発電量を調べる。

光（電磁波）には、見える光、感じる光、まったく
感じることができない光がある。これらの光は多くの
ことに応用され、私たちの暮らしを支えている。先端
技術の大きなツールとなっている光を、工学分野のさ
まざまな実験と関連する講義で探っていく。

光の持つ基本的性質である回析と干渉について実験
を通して学ぶ。色の測定方法について実験し、色測定
器のひとつとしてPCカメラを使った分光器の製作実習
を行う。また、ホログラムによる立体映像の撮影原理
について実験を通して学ぶ。さらに、ガラス用原料を

光で科学する！
｜光で探る先端技術
●関西大学　工学部

溶融し、溶融後に液体を冷やし、得られた冷却固定物
を光学的手法により観察する。最後にハイテクリサー
チセンターを見学、電子顕微鏡など先端研究を支える
装置を見学する。

キャンプで得られたことは３つあります。一つは、
先端技術に触れられたこと。分光器や千度まで温度を
上げられる電気炉、レーザー装置などは、それまで見
たことがなくほんとうに驚きでした。また、ホログラ
ムが写真と同じようにして作れることも意外でした。
もう一つは大学の研究に触れられたことです。研究
設備のすごさ、図書館の蔵書の多さはほんとうに驚き
で、このように研究環境に恵まれた大学に行き、研究
生活を送ってみたいという思いが強まりました。
3つ目はいろいろなところから来た人と友達になれた
ことです。科学が好きという共通点をもつ友人たちと
たくさん話すことができたことはとても貴重な体験で
した。キャンプは発見の連続で、楽しく、新鮮で刺激
的でした。参加して高まった科学への興味をこれから
も大切にしていきたいと思います。

実習内容

参加者の感想

香川県立三本松高校　1年

オリンピック選手などトップアスリートの記録向上
には、ナノ･マイクロレベルの最先端科学の研究成果が
フルに動員されている。人間の身体能力を極限状態に
まで高め、限界に挑戦するスポーツ科学の最先端テク
ノロジーと、スポーツのパフォーマンス向上に最先端
科学が果たす役割を考察する。

科学がスポーツの記録向上や健康づくりなどに寄与
していることをまず講義で理解し、次に、最先端の実
験機器やトレーニング機器を見学して、スポーツ科学
の最先端に触れる。その上で、光学式モーションキャ
プチャーシステムやハイスピードカメラを用いて自分
の動きを3次元で調べ、さらに、電子顕微鏡などを用い

スポーツ科学の最前線
｜From Gene to Gold
●鹿屋体育大学　体育学部

て骨格筋の超微細構造を観察し、運動トレーニングと
筋力アップの仕組みを考察、さらに心臓における酸素
の取り込みや血液循環の様子を観察し、運動パフォー
マンスとの関係も調べる。

私の将来の夢はスポーツドクターになり、世界中の
人々がスポーツを心から楽しめるようになる支えとな
ることです。スポーツでケガをした人を一日でも早く
治して元の状態に戻してあげたい、ケガをしないよう
防止策を考えたい、そのためにどうすればいいかが、
このキャンプで見えてきました。最新の遺伝子や筋肉
の仕組みについて勉強したことで、今まで学んできた
ことが線のようにつながり、深く理解できるようにな
りました。
キャンプでは、私が解明したいと思っている、体に
やさしく、効率よく、人間本来の動きに合っている超
一流選手に共通した動きとはどういうものかを、直接
先生に尋ねました。現在の科学ではまだ解答は出てい
ないが、研究者にとってそれを解明することは大きな
夢だと知り、自分の方向性が間違っていなかったと自
信を持つことができました。

実習内容

参加者の感想

兵庫県立神戸高校　2年

左：フィールド調査で採取したスズキの稚魚の頭から実体顕微鏡と
ピンセットを使って耳石を取り出す。

右：取り出した耳石を拡大映写して説明

レーザ光による回折実験、明暗の縞の
間隔からスリットの幅がミクロンオー
ダーで分かる。

1000℃で色ガラスをつくり、光吸収
スペクトルを測定する。

左：大学の流水プールでオリンピック
水泳金メダリストのスピードを体験。

右：運動条件を決め、
最大酸素摂取量を測定。




